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新刊紹介
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本書は大英博物館より1977年以降順次刊行されてい

る英国諸島の海藻誌のシリーズの第3巻の第 l部であ

り，褐藻類の一部を綴っている。乙のシリーズの刊行

は， 1953年の英国藻類学会の設立以来の重要な事業の

lつで，同学会にはそのための“FloraCommittee" 

が設けられている。本書の前書きによると，乙の事業

のうち褐藻の部分については歴史的には Blackler，

Parke， Russell， Fletcher各氏が関係しており，最終

的iζは本書の著者の Fletcher博士が，主lζ担当する

ことになった。なお本書の前半の序論の部分は Russell

博士との共著となっている。本書の体裁は第 l巻の紅

藻編をほぼ踏襲しており，序論，暫定的な属の検索

表，分類の各論，用語解，分類群の索引などから構成

されている。序論は細胞レベル，組織レベルの形態や

生活史，生態等，褐藻類の分類を理解する上で必要と

考えられる基礎的な知識について，簡潔にまとめられ

ている。との部分は，比較的最近の研究の成果も含め

られており，また原著の出典が豊富に示されているこ

とから，簡単ではあるが入門書としてなかなか有用で

ある。

本書の分類の部分は含まれる種やその配列等におい

て Parke& Dixon (1976)の英国産海藻のチェックリ

スト iζ基礎をおいており，英国諸島産の褐藻として33

の科をあげている。本書(第 l部)では， ζれらのう

ち12の科を扱っているが，その内容は，系統上の配列

iζ基づく選釈ではなく，ある程度の傾向は見られるも

のの，準備の終わったものからとりまとめたというも

のである。すなわち， リトデJレマ科， ミリオネマ科，

ナミマクラ科，ネパリモ科，コプノヒゲ科，ミリオト

リキア科，ハパモドキ科，カヤモノリ科，ムチモ科，

アルトロクラディア科，ウルシグサ科，ケヤリモ科の

12科の36属66種が含められている。しかし一般に乙れ

らの科と近縁とされている，シオミドロ科，ナガマツ

モ科，ニセモズク科，モズク科，ヨコジマノリ科，ジ

ローディア科，プッフハミア科，ウイキョウモ科など

は含まれていない。本書がこのシリーズの他の巻，ま

たは他の海藻誌やモノグラフと最も異なっている点

は，目レベルでの記載や系統関係への言及をすべて廃

して，科を取り扱う最上位の分類学的階層とした点で

ある。その理由は著者によると，カヤモノリ目，ナガ

マツモ目，ウイキョウモ目，イソガワラ目，チロプテ

リス日，ハパモドキ目等の目を区別するのに用いられ

ている形質は lつ，または少数にすぎず，人為的な区

分であると考えられ，また乙れらの目が歴史的に安定

したものとして認められているわけではないというも

のである。確かにこの背震として比較的原始的な掲藻

類の目レベルでの取り扱いは，現在やや混乱した状況

にあり，上で挙げた目をすべて広義のシオミドロ自に

含めるという考え方が特に英国系の研究者の闘に強

い。また近年， Kylinの褐藻類の分類系では類縁上遠

いとされてきたウルシグサ目とコンブ目，ナガマツモ

日とヒパマ夕日等の聞で比較的近い類縁関係が論じら

れる等，日レベルでの再検討が必要とされているグ

ループが多く見られることも事実である。これらの状

況から，著者はあえて本書で目レベルでの取り扱いを

避けたものと考えられる。しかし，そのととは，本書

(第 l部)に含まれる科が分類上の配列に従っていな

いζとと相倹って，本書をかなり使いにくいものとし

ている。日レベルでの記載，命名についてもせめて序

説の部分で触れる等の配慮がほしかった。

分類の各論では，科，属の記載，種の検索表，種の

記載(分類上の異名表，形態学的な記載，生活史の知

見，生態，分布，季節性，文献)などが述べられてお

り，取り扱われたすべての種につき線画による解剖図

が示され，一部のものについては線画または写真によ

り外観が示されている。乙の，すべての種につき，そ

れも可能なかぎり生殖器官を含んだ解剖図を与えてい

る点が本書のすぐれた特色である。最近出版された多

くの海藻誌は解剖図はほとんど無く記載と標本の外観

の写真が示されているだけであったり，時には他の海

域の標本lと基づく解剖図が原記載などから引用されて

いるなど，その海域の海言葉の理解にはあまり役立たな

いものが多い。その点で単なる文献の切り貼りではな

く，フローラ研究の集成である乙の労作の持つ意義は

大きい。しかし，乙れまでに刊行された本シリーズの

他の巻ではみられた，タイプ標本の所在や標本番号に

ついての記載がなされていないのは残念である。

乙の号での分類上の取り扱いで Parke& Dixon 

(1976)のチェックリストとの科レベルでの主な相異

点は次の 2点である。



1 ) イソガワラ属はカヤモノリ科iζ含める。乙れは

最近の培養による生活史の研究で，イソガワラ類の一

部が，カヤモノリ科の積の殻状世代である乙とが示さ

れたととに基づいており，その他の大部分の殻状務は

イソガワラ科を廃するかわりに，リトデル7 科に含め

られている。

2) Pedersen (1978)の考え方lζ従いコプノヒゲ科

を新設する。

本書のシリーズでは乙れまでに下にあげる三冊が既

i乙刊行されており，引き続き紅藻のイギス目，ウシケ

ノリ綱の部分，褐藻の第2部，緑藻，護部の各巻等が

刊行される予定である。

*Dixon， P.S. & Irvine， L.M. Seaweeds of the 

British lsles. Volume 1 Rhodophyta. Part 1 
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Introduction， Nemaliales， Gigartinales. xi + 252 pp. 

British Museum (Natural History). London. 

(1977).正13.00

傘lrvine，L.M. Seaweeds of the British Isles. Vol-

ume 1 Rhodophyta. Part 2A Cryptonemiales 

(sensu stricto). Palmariales， Rhodymeniales. 120 

pp. British Museum (Natural History). London. 

(1983). C 13.∞ 
*Christensen， T. Seaweeds of the British Isles. Vol-
ume 4. Tribophyceae. (Xanthophyceae). 36 pp. 

British Museum (Natural History). London(1987). 

C 7.50. 
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(ペーパーパック)

本書‘藻類学序説'は藻類学の全域を取り扱った生

物学書であり. 9章から構成されている。 l章 緒 言

(4頁，章の占める頁数). 2章 車種類の分類 (41頁)，

3章細胞及び細胞微細構造 (55頁). 4章体制の

段階 (28頁). 5章生殖と生活環 (43頁). 6章生

理学及び生化学 (28頁). 7章生態学 (46頁). 8章

進化と系統発生学 (26頁). 9章務と人間及び環境

(16頁)であり，引用文献 (52頁)と索引(11頁)がつ

いている。

各章の占める頁数から知られるように，各章は同じ

ウェイトで記述され，乙の種の著書にあり勝ちなある

項目(例えば，分類とか生態)Iζ偏重する乙となく，

著者の専門領域に執らわれる乙となく広い視野から書

かれている。例えば. 5章では，多くの分類群につい

て，例を挙げて，それぞれの生殖法と生活環との関係

を図を多用してうまく説明している。また. 9章で

は，乙の種の本i乙は余りみられない，藻と人間生活及

び水質環境(有毒藻，水域の富栄養化，汚染，利用，

栽培等)を最近の例を挙げて説明している。

本書には，多くの文献が引用され，特lζ1970年代及

び1980年代のものが紹介されているので，藻類学の最

近の進歩を知るととができる。また，務体写真と細胞

の微細構造の写真を除いては，線画が採用され，表も

多いので内容が週解され易い本になっている。

前述の如く，本書は入門書というよりは，最近の藻

類学の進歩を知るためにも藻類研究者及ひ'務類に関心

をもたれる方iζ推薦したい。また，大学の藻類学講義

の一部として，さらには大学院生の教科書として採用

できる良書である。(京都大学農学部梅崎勇)




